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経

海

言論

叢
第
四
十
九
巻

第

二

披

(
渇
晶
揖
蘭
胃
九
措
輔
)

本日， 1よ山

ヰ."

昭
和
十
四
年
八
月
後
行

112 

自白

ザ，、
J
白
民

==--、
言爾 l

叢

235 

徳
川
時
代
の
経
済
思
想
に
つ
い
て
は
私
は
鏡
に
之
を
論
じ
九
。
そ
れ
は
先
づ
首
時
に
ゐ
け
る
経
済
思
想
の
犬
髄
の
傾
向
を
遁
ペ
、

近

一世

初

期
0) 

経
済
岡
山

序

マ
広コe

つ
い
で
枇
合
経
済
欣
態
の
礎
化
に
伴
ふ
思
想
の
礎
化
を
明
か
に
し
、

更
に
初
期
・
中
期
・
後
期
・
米
期
の
四
期
に
分
ち
て
思
想
の
時
代

的
鑓
涯
を
概
観
し
、
最
後
に
徳
川
時
代
経
済
思
想
の
特
徴
を
説
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
右
の
時
代
的
捜
涯
の
う
ち
の
初
期
に

つ
い
て
の
経
済
思
相
仰
を
や
L
詳
し
く
概
論
し
、
併
せ
て
前
稿
の
補
訂
と
な
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

ーー
梅E

観

近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

二
六
五

第

競

脅近世日本の経済思想、組済史研究第十九君主.-.....競。
拙著、近世の鯉流思想槙鰭JjIj-牧



近
世
初
期
む
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

二
六
六

第

量E

サ
取
に
初
期
と
稀
す
る
は
、
幕
府
創
立
よ
り
元
族
以
前
ま
で
を
指
す
。
即
ち
此
期
間
は
幕
府
創
立
以
来
既
に
八
十
年
、
慶
長
一
花
和
の

殺
伐
友
空
気
が
消
え
失
せ
幕
府
の
草
川
礎
が
確
立
し
卒
和
の
時
代
を
現
出
し
た
と
き
で
あ
る
。
か
く
の
如
ぐ
平
和
の
時
代
と
恋
っ
た
か

ら
串
間
が
一
般
に
骨
帰
京
さ
れ
、
武
上
り
も
十
人
を
章
一
ん
中
る
傾
向
が
弐
第
に
大
と
怒
っ
た
。
従
て
経
済
思
想
と
し
て
は
封
建
枇
舎
の
硲

立
に
掛
し
て
現
論
的
某
礎
を
興
へ
た
も
の
が
多
い
の
は
営
然
で
あ
り
、
最
本
思
想
や
節
倹
論
の
如
堂
、
取
者
の
費
L
ぐ
認
め
て
ゐ
る

庭
で
あ
る
。
而
も
貨
幣
は
既
に
品
目
及
ぜ
ん
と
し
つ

L
あ
っ
た
か
ら
、
自
然
粧
ー
併
に
針
す
る
貨
幣
絞
ι

内
の
後
民
・
農
民
の
波
弊
に
叫
到
す

る
町
人
の
仮
勢
、

荷
役
の
財
政
問
販
は
漸
〈
現
は
れ
て
来
た
。
山
政

K
於
て
町
人
仏
一
川
や
庶
民
の
品
開
一
首
懸
隔
等
が
論
ぜ
ら
れ
、
諸
候
財
政

救
消
策
も
考
へ
ら
れ
、
ま
た
貨
幣
経
怖
と
米
遺
経
済
と
を
弁
立
せ
し
め
ん
と
す
る
春
山
の
一
種
の
復
古
的
保
守
的
意
見
も
る
ら
は
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
期
に
た
け
る
粧
消
思
想
を
鏡
ふ
べ
き
主
た
る
著
遮
は
次
の
如
〈
で
あ
る
。

本

f左

録

本
多
正
信

天
文
七
元
和
二

一
五
三
八
|
一
六
一
九

ペL.~". 
R司

矢
内
(
寛
永
十
八
)

中
江
藤
樹

慶
長
二
二
度
安
元

一
六

C
八

一

六

四

八

輩

徹

問

答

山
崎
間
競

一
冗
和
四
天
和

一
六
一
八

l
二
ハ
八

山

鹿

語

類

大
準
或
問
(
貞
享
頃
)

集

義

和

書

集

義

外

書

(
備
考
)
右
は
人
よ
り
も
寧
ろ
主
要
著
書
の
年
代
に
よ
っ
て
本
期
に
入
る
可
き
宇
否
宇
を
定
め
た
。
従
て
官
峠
安
貞
(
農
業
金
書
|
元
様
九
)
貝
原

盆
軒
(
君
子
訓
一
冗
続
二
ハ
)
等
は
次
期
に
入
る
。
山
崎
関
車
両
の
「
童
徹
問
答
」
は
巻
頭
に
『
元
総
中
の
事
な
り
し
が
』
一
五
々
と
あ
る
が
、
開
資
は
そ

山
鹿
素
行

元
和
八
|
貞
享

一
六
一
一
一
一
|
一
六
八
五

熊
明
仲
春
山

一
正
和
五

i
元
職
凹

一
六
一
九

l
一
六
九



れ
よ
り
以
前
の
天
和
二
年
に
永
眠
し
て
ゐ
る
か
己
、
一
冗
諌
年
中
と
い
ふ
の
は
誌
り
で
、
天
利
以
前
の
こ
と
で
あ
、
守
っ
。
叫
畑
、
人
に
つ
い
て
は
生

年
に
よ
ら
ず
波
年
を
採
り
、
そ
の
順
序
に
排
列
し
た
。
熊
掴
伴
蒋
山
は
熊
搾
了
介
と
せ
ず
、
従
来
担
り
の
栴
呼
に
よ
り
前
日
揮
蒋
山
と
し
た
。

封
建
制
度
の
確
立
に
関
係
あ
る
諸
論

近
位
初
期
の
経
済
思
想
が
封
建
制
度
の
確
立
と
闘
聯
を
布
す
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
庭
で
あ
る
が
、
今
二
三
の
貼
に
つ
い
て
其
方

耐
の
思
想
を
検
討
し
ゃ
う

(4)
階

級

品

封
建
制
度
の
枇
合
に
於
い
て
士
山
円
以
工
前
の
階
級
的
川
別
を
絡
む
る
と
と
は
山
山
然
の
と
と
で
あ
る
が

E
HニF
干
w

i
j
H
f
 

川
川
山
州
に
於
と
も

C
の
川
山
川
知
は
じ
刀
浦
町
し
て
ゐ
る
3

巾
、
け
服
樹
は

『
人
前
傘
卑
の
杭
に
五
だ
ん
あ
附
J
3

天
子
一
省
、
持
候
一
等
、
卿
太
夫
一
日
弘
司
、
士
一
省
、
庶
人
一
等
、
す
べ
て
五
日
叫
な
り
c

め
す
御
門
の
御
牧
な
り
。
諸
俣
ほ
闘
を
お
さ
む
る
大
名
の
く
ら
ゐ
な
り
。
卿
太
犬
は
て
ん
し
諸
伎
の
下
知
を
-
つ
け
て
刷
天
下
の
宝
ワ
り
ご
と
を
す
る
位

な
り
。
士
は
卿
太
夫
に
つ
き
そ
ひ
て
政
の
諸
役
を
つ
と
む
る
さ
ふ
、
U

ひ
の
く
己
お
な
り
。
物
作
b
民
と
い
ひ
、
し
よ
〈
に
ん
を
ヱ
ξ

去
、
あ
き
人
を
向

J
 

と一
E
。
こ
の
農
工
向
の
士
一
は
お
し
な
べ
て
庶
人
の
く
ら
ゐ
な
り
己

て
ん
し
は

X
F
t
し
ろ
レ

と
し
熊
深
蕃
山
も
亦
同
じ
く
こ
の
五
等
に
阿
別
し
て
ゐ
る
が
『
大
綱
は
五
等
な
れ
共
、

j 1: 

λ~ 
tτr 

で手

主]1
u、
多

し主)
b， ， 

と
寸ご

各
F皆
幸及
(AI 
tι 

更
に
同
別
あ
る
こ
と
を
説
い
た
。

か
く
て
所
謂
士
農
工
商
問
日
刊
の
同
別

山
鹿
素
行
も
土
の
外
に
農
工
商
の
三
氏
を
阿
別
し
て
ゐ
る
。

は
山
川
同
時
に
於
て
も
之
を
認
む
る
こ
と
が
刊
北
米
る
。

次
に
階
級
の
成
立
に
闘
し
て
お
行
は
之
を
白
然
設
告
し
的
に
考
へ

『
凡
そ
天
地
の
聞
け
始
し
時
は
、
君
と
云
も
臣
と
一
百
も
な
〈
恥
人
間
皆
天
地
の
気
を
得
て
生
々
す
る
ま
で
の
郁
也
。
其
高
物
の
聞
に
人
は
天
地
の
正
気

を
得
て
智
徳
寓
物
に
週
越
す
、
故
に
裸
な
る
身
に
衣
服

E
き
る
事
な

L
o
米
穀
を
以
て
食
と
し
、
魚
鳥
浄
一
取
て
飢
を
救
ひ
、
竹
木
金
石
を
以
て
百
工
を

近
世
初
期
の
終
梼
思
想

第
四
十
九
巻

ノ、
ーじ

第

披

翁問答、 ~I 本倫理主主制、第一君主r6頁。
集義'1'11，>寺、向上、 394]可。2) 



近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

ニ
六
八

告再

就

四

な
し
、
住
宅
を
構
へ
用
具
を
な
し
、
互
に
交
易
利
潤
し
て
事
た
、
b

し

h
』

と
い
ひ
、
更
に

『
其
品
に
高
下
前
後
あ
る
が
如
し
と
い
へ

E
も
、
本
一
致
に
し
て
更
に
不
別
也
。
而
し
て
其
別
あ
る
ゆ
へ
ん
は
、
こ
れ
不
得
己
の
慮
に
あ
り
。
こ
与
に

集
す
る
に
、
民
は
天
地
の
気
を
得
、
其
理
を
受
て
生
守
す
る
の
所
、
先
日
を
養
て
飲
食
を
な
ナ
の
別
あ
り
、
此
養
一
日
か
〈
る
時
は
疲
仕
官
し
て
つ
い
に

死
に
至
る
が
故
に
、
農
耕
の
俄
白
、
U
出
来
す
、
良
耕
凡
千
足
を
以
て
致
す
迄
に
て
は
な
ら
ざ
る
が
放
に
、
木
竹
を
以
て
是
を
な
す
と
い
へ
ど
も
、
其
制
不

位
、
こ

L

に
於
て
木
竹
に
制
法
ル
一
定
め
、
金
鎚
士
と
む
か
し
て
其
耕
農
の
具
あ
、
b
し
む
。
是
農
耕
あ
り
と
い
へ
y
-
も
百
工
あ
、
b

F
れ
ば
其
用
具
た
ら
ざ

る
肱
な
目
、
衣
服
居
宅
用
具
の
制
作
如
此
、
こ
1
h

に
百
工
自
ら
崎
町
で
自
ら
H
止
を
あ
き
な
い
す
る
と
い
¥
ど
も
、

ι南
方
建
閣
に
交
易
せ
し
め
臆
き
を
以
で

其
間
に
中
次
を
い
た
し
て
其
捗
役
を
以
て
養
を
個
作
品
。
是
を
向
貰
と
披
ナ
。
以
上
一
一
-
民
の
起
る
ゆ
へ
ん
な
り
。
一
二
民
と
も
に
起
る
と
い
へ

E
も
、
己
が

歓
を
専
に
し
て
農
は
業
に
怠
て
養
を
全
く
せ
ん
こ
と
を
欲
し
、
或
は
田
明
を
し
の
ぎ
、
少
を
侮

P
、
一
円
工
は
恭
を
疎
に
し
て
刺
の
高
か
ら
ん
こ
と
を
欲
し
、

商
買
は
刺
を
ほ
し
い
ま
与
に
し
て
好
曲
を
か
ま
ふ
。
是
皆
己
が
品
軌
を
ほ
し
い
主
主
に
し
て
其
簡
を
不
知
、
持
附
賊
守
諭
宇
む
こ
・
と
な
〈
、
其
気
質
の
ま

与
に
し
て
人
倫
の
大
鵡
を
失
す
る
が
ゆ
へ
、
人
君
を
立
て
其
命
を
受
〈
る
所
と
し
、
教
化
風
俗
所
凶
と
す
。
然
れ
ば
人
君
は
天
下
寓
民
の
た
め
に
立
其

極
た
る
ゆ
へ
ん
に
し
て
人
君
己
が
私
す
る
所
に
誹
ざ
る
也
。
是
士
農
工
市
問
の
起
る
所
、
天
下
の
制
用
金
き
所
主
可
謂
、
き
れ
ば
民
衆
て
君
立
ち
、
君
立

4

l

 

て
岡
成
の
所
以
な
れ
ば
、
民
は
閣
の
本
と
可
詔
也
』

と
し
、
熊
津
蕃
山
は

『
ま
づ
人
の
初
は
農
な
り
、
農
の
秀
た
る
者
に
誰
と
り
立
つ
る
と
な
〈
、
す
べ
て
物
の
談
合
を
し
指
闘
を
う
〈
れ
ば
事
調
り
ぬ
る
故
に
、
其
人
白
農
事
を

ば
寄
合
せ
て
、
つ
と
め
、
惣
の
裁
判
の
た
め
に
撰
び
の
け
た
る
が
士
の
初
な
り
。
在
々
所
々
あ
り
て
後
、
又
秀
た
る
も
の
に
惣
の
士
が
談
合
し
、
ひ
き
ま

ほ
さ
れ
て
諸
侯
出
来
向
。
又
諸
俣
の
内
に
て
大
に
秀
た
る
有
昭
、
其
徳
四
方
へ
き
こ
え
、
お
の
/
¥
不
及
所
は
此
人
よ
り
出
る
故
に
寄
合
て
、
つ
が
ね

と
し
天
子
と
仰
ぎ
た
る
も
の
な
り
o
扱
せ
の
中
よ
り
公
卿
大
夫
と
一
再
ふ
も
の
を
立
て
、
農
の
う
ち
よ
り
工
商
を
出
し
で
天
下
の
寓
事
傭

P
、
天
地
の
五

行
に
配
し
て
五
倫
五
等
出
来
た
る
な

m』

と
説
く
、
此
等
の
議
論
は
多
分
に
儒
教
師
ち
支
那
思
想
の
影
響
を
受
け
一
、
或
は
民
本
思
想
若
く
は
民
主
主
義
的
な
る
見
解
の
如
〈
で

あ
り
、
封
建
思
想
と
矛
盾
す
る
如
〈
に
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
此
等
の
議
論
は
一
般
的
に
惜
救
護
生
の
由
来
を
述
ペ
た
も
の
で
あ
っ

山鹿語類第一、図書刊行曾本、 I頁
山鹿語類第一、 168頁。
集義和書、前掲書、 397頁。
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ザ
」、

必
や
し
も
我
園
の
、
殊
に
徳
川
時
代
の
、
階
級
成
立
を
具
組
的
に
説
明
し
た
も
の
と
は
い
ひ
難
い
c

或
は
素
行
の
設
に
ワ
い
て
-
中
朝
事
貸
」
に
『
仁
徳
帝
・
射
を
伶
に
し
以
て
民
の
家
を
娠
は
し
、
無
告
を
救
ひ
、
民
の
貧
富
を
以
て
天
子
の
貧
一
向

と
震
ナ
。
日
〈
そ
れ
天
の
君
を
立
つ
る
は
是
れ
百
姓
の
錦
な
り
と
。
然
、
b
ば
別
ち
君
は
育
姓
を
以
て
本
と
錫
ず
の
請
は
、
貨
に
人
君
の
民
を
養
ふ
の
歪

戎
た
る
も
の
な
り
凶
と
あ
る
を
引
用
し
て
、
そ
の
民
本
思
想
を
我
闘
の
事
貨
と
し
て
説
明
し
得
る
如
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
一
般
に
政
治
の
理
想

を
設
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
階
級
区
別
の
成
立
を
説
明
ナ
る
傍
謹
と
す
る
こ
と
は
由
来
な
い
と
思
ふ
。

(
註
)共

に
階
級
の
盆
卑
に
闘
し
て
は
士
を
傘
し
と
す
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
。
前
述
の
蕃
山
の
武
士
は
撰
ば
れ
た
る
者
な
り
と
の
考
の

如
き
そ
の
一
例
で
あ
る
が
、
庶
民
の
階
級
に
つ
い
て
は
、
設
を
尊
ぶ
傾
向
あ
る
も
、
後
代
の
如
〈
町
人
を
無
刑
と
す
る
意
見
は
未
だ

現
は
れ
て
ゐ
な
い
。
勝
樹
は
「
農
工
商
は
く
に
の
貨
な
れ
ば
、

一
L
ほ
あ
わ
れ
み
は
ご
く
み
て
、

北
(
利
を
利
と
し
て
そ
の
柴
を
た
の

「

コ

ル

児

、

幅

引

怜

』

ト

ι
、

l
Z
4、h
f
k
正
喜
一
九
4
9
ト
H

v 

ilt~;~f 
や

ぷ;，

1i 

JV 
ヵ:
U右

右:
U 

審
山
は
「
農
が
ホ
に
℃
工
附
は
出
を
助
る
も
の
壮
り
』
と

J 

い
ひ
、
ま
た

『
五
較
あ
る
者
は
魚
な
し
。
魚
あ
る
者
は
五
穀
な

L
Q
交
易
ナ
る
時
は
た
が
ひ
に
別
を
症
す
。
農
業
を
事
と
す
る
者
は
鍬
か
ま
を
詮
与
に
い
と
主
な
し
。

鍬
鎌
を
遺
る
者
は
耕
作
を
か
ぬ
る
事
あ
た
は
ず
。
紋
に
良
人
は
易
る
に
五
穀
を
以
て
し
、
鍛
冶
は
民
共
宇
一
法
り
て
た
が
ひ
に
交
易
し
て
各
其
所
を
得
た

り
。
高
物
皆
如
此
。
又
良
人
職
人
自
来
て
易
る
に
い
と
宮
な
し
。
尚
人
こ
れ
を
買
取
て
相
通
ず
』

と
。
素
行
は
『
三
民
一
と
し
て
不
可
快
、

北
(
聞
に
も
以
農
民
郷
平
虫
、
農
は
衣
食
の
よ
る
所
な
れ
ば
也

工
商
は
円
』
ん
に
次
げ
り
」
と
し

で
ゐ
る
が
『
す
べ
て
園
土
の
国
土
た
る
は
コ
一
民
を
以
て
す
れ
ば
也
』
と
し
、
或
は
『
図
に
交
易
あ
ら
ざ
れ
ば
行
伽
…
を
過
や
る
こ
と
難
し

是
商
曹
の
交
易
る
る
ゆ
ゑ
ん
也
』
と
詑
き
、
ま
た
商
曹
の
取
扱
ふ
諸
口
聞
は
工
の
作
る
出
品
で
あ
る
か
ら
『
工
友
く
ん
ぱ
あ
ら
や
』
と
し
、

農
工
商
三
民
の
必
要
な
る
所
以
を
明
か
に
し
て
ゐ
色
。

而
し
て
階
級
匝
別
の
巌
存
が
封
建
制
度
の
維
持
に
は
必
要
で
あ
る
が
、

乙
の
黙
に
つ
い
て
は
、
営
時
の
意
見
は
寧
ろ
各
自
が
そ
の

近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

r、
九

紫

披

主五

山鹿素行集(近世枇曾制憐串設大系)39'---392頁。
翁問答、前掲者、 28頁。 9) 向上、 367貰。
集義手日書、前掲謀、 396頁。 10) 訂鹿語類第一、 z旬、 257、258頁。
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近
世
初
期
目
線
済
思
想

第
間
十
九
巻

七
O 

第

競

~­ノ、

A
H
を
守
っ
て
そ
の
帥
叫
に
翠
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
印
ち
肱
樹
は
『
五
等
の
う
ち
に
て
貴
賎
貧
寓
を
え
ら
ぼ
示
、
運
命

十

日佐
天
王昭
江コ

民
衆
や

き思 無
む逸
外の
!i 〆コ
他と
事め
2Z を
く l士
官吏11¥ げ
」 μ1ま

し

外
の
ね
が
ひ
毛
頭
な
き
ゅ
へ
に
、

宮
北
に
で
も
ι
お
ど
ら
や
貧
践
に
で
も
詔
は

の
ほ
ど
に
ま
か
せ
て
、

と
漣
べ
て
ゐ
る
が
、
蕃
山
が
『
孝
経
の
心
法
は
正
v
心
修
ν
身
天
命
の
分
を
安
じ
て
人

々
庭
所
の
位
に
随
て
逝
を
行
た
り
。

一
六
子
の
叶
阿
武
に
は
を
の
づ
か
ら
ヱ
ヘ
子
の
則
あ

r
へ
の
人
宇
一
生
す
る
と
と
、

物
あ
れ
ば
則
あ
り
、

、

h
り

卿
ふ
八
)
夫
士
北
九
道
あ
り
、

炉
一
ア
ワju
 

農
工
商
共
佐
川
あ
り
、

北
ぺ
の
行
ふ
所
の
大
小
は
外
別
な
れ
H

と
も
、

会
候
伯
子
M
A
ど
の
/
¥
川
あ
り
、

mz 

心
訟
は
か
は
り
た
し
円
で
し
い
へ
る
も
亦
同
じ
趣
怠
を
一
ぶ
せ
る
も
の
よ
一
見
る
こ
と
が
山
内
旅
る
。

(
ロ
)
治
一
喜
一
論

農
民
の
租
税
に
よ
っ
て
武
士
階
級
の
生
析
が
惜
ま
れ
て
ゐ
た
山
川
同
時
に
於
て
、
且
同

封
建
制
度
が
土
地
に
伏
存
し
、

業
を
傘
重
し
た
と
と
は
官
然
の
こ
と
で
あ
り
、

又
農
民
を
必
要
な
る
階
級
と
考
へ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。
然
し
山
恭
氏
自
開
は
之
を

愚
昧
た
る
も
の
と
し
、
之
を
憐
む
べ
き
も
の
と
考
へ
た
。
慶
安
の
御
燭
書
に
『
百
姓
は
分
別
も
友
〈
末
の
考
も
な
き
も
の
に
候
故
』
一
一
ム

(
註
)

々
と
あ
る
が
如
き
之
れ
で
あ
り
、
或
は
え
蕃
山
の
「
間
八
刀
け
』
の
誕
の
如
き
も
同
絞
り
考
よ
り
同
て
た
も
の
で
あ
る
。
農
民
救
怖
の
意

見
(
藷
一
)
や
枇
室
、
義
合
に
闘
す
る
議
論
(
素
行
)
も
既
に
見
え
て
ゐ
る
が
、
何
れ
も
農
民
憐
刊
の
思
想
、
よ
り
愛
せ
し
も
の
で
あ
り
、
又

そ
の
生
産
力
の
減
退
を
防
ぎ
農
民
生
前
の
存
続
を
計
ら
ん
が
た
め
で
も
あ
っ
た
。

『
世
間
に
た
は
げ
と
い
ふ
言
葉
は
一
円
姓
の
上
よ
り
出
て
、
回
分
に
て
候
。
た
と
へ
ば
市
二
育
石
の
家
督
を
兄
弟
二
人
分
に
分
て
、
百
石
づ
L

持
た

る
空
で
は
小
体
に
な
E
た
る
ま
で
な
り
。
そ
の
者
又
子

rも
を
持
て
五
L
T

石
づ
L

わ
け
つ
れ
ば
、
も
は
宇
地
士
の
か

E
は
た
て
が
た
き
故
に
、
平
百
椛
に

近
く
な
れ
り
。
夫
婦
手
づ
か
ら
庭
事
を
つ
と
む
れ
ば
、
五
十
石
に
で
も
い
主
だ
と
か
〈
ワ
ピ
き
侍
p
、
ス
其
首
桃
子
共
を
持
て
、
二
十
有
一
一
一
+
石
づ
L

b
け
て
、
次
第
に
わ
け
ゆ
き
ぬ
れ
ば
、
五
一
布
三
石
づ
誌
の
高
に
成
行
候
。
そ
れ
に
て
も
あ
き
な
ひ
半
分
に
て
、
米
を
食
せ
ず
し
て
主
か
く
わ
た
れ
ば
、

明
一
年
に
ほ
か
?
え
ず
候
。
奉
公
を
い
中
が
り
て
岨
同
年
に
は
な
る
べ
き
程
は
不
出
。
此
故
に
来
公
人
す
く
な
〈
侍
目
。
凶
年
に
は
其
少
高
の
百
抗

rも一

(
註
)

翁問主午、前掲書、 4'
頁。

集義明l帯、前掲存、 3ν3頁。
II) 
12) 



度
に
た
ほ
る
ミ
ゆ
へ
に
、
奉
公
人
多
の
み
な
ら
ず
、
か
つ
え
人
出
来
候
。
村
型
に
寓
人
あ
れ
ば
、
此
た
ほ
礼
者
の
同
地
を
次
第
に
か
い
と
り
候
。
し
か

れ
ば
子
孫
の
お
と
ろ
へ
て
、
本
を
失
ふ
こ
と
は
、
田
分
よ
H
初
る
ゆ
へ
、
農
人
に
て
は
な
け
札

E
も、
L

返
き
慮
な
き
、

は
け
と
申
候
な
目
。
民
は
如
此
知
慮
な
く
し
て
を
ろ
か
な
る
も
白
な
る
ゆ
へ
に
、

v、

し
へ
t主
f二
よ
目

民
(Tj 

所
帯
グ戸〉

法
を 十主
立な
らの
れさ
しき
なな
りる
~131者

主
f:f 

た

か
く
て
農
民
を
治
む
る
の
法
は
所
謂
五
信
主
義
郎
ち
「
本
休
録
一
の
治
良
論
に
上
っ
て
代
表
せ
ら
る

L
所
の
も
の
と
友
っ
た
。
卸
ち

『
育
姓
は
天
下
の
根
本
也
。
是
を
治
る
に
法
有
、
先
一
人
ル
¥
の
同
地
の
境
目
を
能
立
て
、
扱
一
年
の
入
用
作
食
を
つ
も
ら
せ
、

其
儀
を
年
貢
に
牧
ベ

4
 

し
。
百
姓
は
財
の
館
、
U
ぬ
様
に
不
足
な
き
様
に
治
る
事
近
な

p
。
持
仇
1

立
壱
の

k
を
以
納
者
自
の
型
人
の
山
氏
也
。
如
斯
一
枚
時
は
過
不
及
な
し
同

と
い
ひ
、
審
山
が
「
年
一
民
を
と
る
こ
と
甚
す
く
ー
一
な
け
れ
ば
、

を
常h

"C 

):1 
1if: 
句

弁

H
I
遊
山
中
討
を
好
み
て
耕
作
の
事
ゐ
こ
た
る
も
の
た
リ
、
持
多
け
れ
ば
飢
山
本

う
ゑ
T
よ
る
時
以
五
殺
の
生
や
め
と
と
限
り
コ
ぷ

L
T一一L
」
い
ヘ
る
も
全
く
同
義
で
あ
り
、
山
川
抱
一
つ
気

や
と
た
ら
や
、

き
ぬ
様
に
死
一
注
ぬ
様
に
』
と
の
主
義
が
徳
川
三
百
年
を
通
じ
て
賢
一
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
対
達
制
度
維
持
の
た
め
の
議
論
で
あ

る
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
い
。

(
ハ
)
倹
約
論

封
建
杜
舎
の
維
持
は
各
自
が
そ
の
分
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

従
て
分
相
際
の
生
活
を
な
す
と
と
が
要
求
さ
れ

た
。
身
分
不
相
臨
の
生
的
を
友
す
こ
と
は
脊
修
で
あ
る
か
ら
、

申
?
の
倹
約
が
奨
励
さ
れ
た
ョ

有』今

LKd品
別
立

ー

l
i
l
-
-
L

『
き
ょ
う
と
し
わ
き
と
は
、
財
費
を
も
ち
ゆ
る
大
過
不
及
の
あ
苧
宝
H
に
て
、

い
づ
れ
も
わ
ろ
し
、
た
γ
棄
加
に
も
し
わ
く
も
な
〈
、
中
府
趨
出
刊
の
周

に
あ
た
る
を
よ
し
と
す
。
(
中
陣
)
し
わ
き
も
、
き
よ
う
な
る
も
普
明
徳
の
〈
ら
き
と
こ
ろ
よ
り
お
こ
り
た
る
病
に
て
、
天

F
を
う
し
な
ひ
凶
を
ほ
ろ
ぽ

し
家
を
宇
ぷ
る
根
本
な
り
o』

と
説
い
て
ゐ
る
Q

而
し
て
所
謂
中
腐
は
て
時
と
庭
と
位
と
に
よ
く
か
友
ひ
て
桐
躍
し
た
る
義
却
を
巾
唐
と
左
づ
け
た
り
n
「
と
あ
る
。

叉
康
と
食
と
を
区
別
し
て
、

近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

七

第

競

七

翁問答、前掲書、 85頁。
I司r..86頁。
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近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

七

告存

続

丹、

『
廉
な
る
と
き
は
き
た
な
き
食
心
な
し
、
食
る
心
な
け
れ
ば
財
賓
を
己
一
人
の
私
用
に
せ
ん
と
の
歓
心
な
し
。
歓
心
な
け
れ
ば
苦
へ
る
も
施
ナ
も
皆
道

理
に
し
た
が
ひ
、
お
の
れ
を
も
利
し
人
を
も
す
〈
ふ
公
用
と
な
っ
て
、
高
物
一
控
の
心
昧
ι
炉、
b
ず
。
(
中
略
)
金
銀
を
集
め
て
わ
れ
も
伎
は
ず
、
人
に
も

施
さ
与
る
を
ば
古
人
か
ね
の
宇
ワ
こ
と
お
と
し
品
目
。
夫
金
訟
を
重
賓
と
す
る
は
我
用
を
建
し
難
儀
を
す
〈
は
ん
と
な
り
回
』

と
て
廉
を
勧
め
て
ゐ
る
。
蕃
山
も
亦
倹
約
と
苓
告
と
器
用
と
者
と
を
医
別
し
て
次
の
如
ぐ
述
べ
て
ゐ
る
。

『
倹
約
は
我
身
に
無
欲
に
し
て
人
に
ほ
ど
と
し
、
客
車
問
は
我
身
に
欲
ふ
か
〈
し
亡
人
に
は
ほ
ど
こ
さ
ず
、
器
用
は
物
を
も
と
め
ず
、
た
〈
は
へ
子
、
あ

れ
ば
人
に
ほ

rこ
し
、
な
け
れ
ば
な
き
分
に
候
。
脊
は
た
〈
は
へ
を
か
ず
、
器
用
な
る
辛
う
に
見
え
候
へ

rも
其
用
所
は
み
な
我
身
の
欲
の
た
品
柴
耀

〉

-
-
5
z
r
E
2

。
芦

d
yド
1
伽
R
b

川
川

『
仁
あ
れ
ば
無
歓
な

H
、
無
鉄
な
れ
ば
自
然
に
俄
な
り
、
仁
田
庇
無
欲
」
日
出
た
る
俄
な
ら
で
は
、
上
下
の
銘
に
な
ら
ず
』

と
し
、
素
行
も

『
位
高
く
樟
厚
き
人
は
上
品
の
食
主
以
て
養
と
す
、
中
下
各
こ
れ
に
し
た
が
ふ
ペ
し
。
共
間
分
限
よ

p
倹
す
る
に
あ
る
べ
し
。

に
し
て
多
〈
の
費
あ
れ
ば
也
』

過
容
は
限
目
な
き
も
の

と
設
い
て
ゐ
る
。
然
し
何
が
分
限
相
膝
で
あ
る
か
、

藤
樹
の
所
謂
「
中
庸
』
も
蕃
山
の
『
無
欲
』
も
何
れ
も
抽
象
的
で
あ
る
。
尤
蕃
山
が

『
茶
碗
皿
よ
る
づ
の
焼
物
の
多
事
五
十
年
以
前
に
は
二
十
倍
な

P
。
む
か
し
一
週

P
も
ち
た
る
者
は
今
は
十
遁
も
持
候
。
揮
山
な
る
故
に
大
事
主
せ
ず
、

あ
り
〈
だ
き
Mm
。
是
は
狛
以
今
の
十
分
の
一
に
し
て
も
人
の
迷
惑
に
及
ぶ
べ
か
ら
ず
』

と
い
へ
る
こ
と
は
、
分
相
懸
の
具
般
的
例
示
と
も
考
へ
ら
れ
る
が
、
『
米
の
す
た
り
」
(
総
)
を
論
じ
た
と
同
じ
く
、
物
を
粗
末
に
せ
や

と
の
考
か
ら
も
設
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

必
十
し
も
十
分
一
に
減
十
る
こ
と
が
分
相
肱
と
い
ふ
需
で
は
た
い
。

そ
は
兎
も
角
も
営

時
倹
約
を
貴
ん
だ
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。

日本粧祷皐読史費料第一分櫛!I頁)
21) 山鹿語類第二、 394頁。
22) 集重量外帯、前掲帯、 14頁。

紘
一
品
民

E
5
9
 

R
8
5
 

太
2

E

山
崎
書
番

目
川
掲
掲

川
口
前
前

六
書
吉
町

巻
和
外

草
義
義

鑑
集
集

18) 
19) 
20) 



四

反
封
建
的
現
象
に
劃
す
る
議
論

以
上
は
封
建
制
度
を
是
認
し
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
徳
川
初
期
に
於
て
も
封
建
制
度
と
相
容
れ
ざ
る
現
象
は
漸
突
起
り
来
り
つ
L

る
っ
た
L
め
、
そ
の
方
面
に
嗣
係
る
る
意
見
も
既
に
之
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
そ
の
二
三
の
貼
を
奉
守
れ
ば
、

(4)諸
候
武
士
の
窮
之

一
般
的
に
見
て
後
期
に
比
す
れ
ば
必
十
し
も
大
友
ら
ざ
る
も

初
期
に
於
け
る
諸
侯
武
士
の
窮
乏
は
、

の
で
あ
っ
た
が
、
此
矧
に
於
て
も
こ
の
問
題
は
切
賓
な
る
問
題
と
し
て
取
扱
は
れ
た
。
山
崎
閤
務
の
「
京
徹
問
符
」
に
も
諸
侯
財
政
の

間
難
か
ら
租
税
。
御
川
金
山
部
k
t
尼
ら
や
、
川
人
よ
り
借
財
十
四
た
し
家
中
を
年
知
に
し
て
も
俄
ム
ヰ
符
中
、
後
代
以
制
分
の
米
中
}
山
間

ら
や
銀
主
に
取
ら
れ
、
L

へ
名
始
め
家
中
迄
も
骨
銀
主
の
快
持
人
の
如
〈
で
あ
る
と
説
・
君
、
審
山
も
「
今
の
世
の
中
は
貴
賎
共
に
併
金

の
た
び
倒
れ
と
い
ふ
も
の
也
、
武
士
百
姓
つ
ま
り
た
れ
ば
工
商
も
困
窮
ナ
。
是
天
下
の
困
窮
也
』
と
述
べ
て
ゐ
る
が
、
営
時
の
武
士

救
重
宝
し
て
は
一
般
に
節
約
諭
が
設
か
れ
て
を
り
、
閤
矯
の
『
十
寓
俵
の
身
上
の
宮
迫
一
を
と
り
な
ほ
す
提
与
一
十
要
す
る
に
貫
入
制

出
を
巌
守
し
節
約
を
装
礎
と
し
て
借
金
を
返
済
ぜ
ん
と
す
る
も
の
に
外
な
ら
む
c

蕃
山
が
節
約
の
外
に
参
親
交
代
制
度
の
改

E
邸
ち

《
設
工
)

「
三
年
に
一
度
の
参
鋭
、
在
府
五
十
日
六
十
日
』
を
設
い
て
ゐ
る
こ
と
は
注
意
す
ぺ
き
こ
と
で
あ
ら
う
。

量
一
)
十
万
侵
白
身
上
の
家
這
を
と
P
な
ほ
す
挺
気

初
年
目
四
寓
俵

六
寓
俵

二
年
目

家
中
の
俸
掃
に
あ
た
る
。

是
迄
借
金
皆
済
の
た
め
、
領
分
百
姓
町
人
に
給
-
t

。
但
此
内
二
万
俵
を
来
秋
ま
で
先
納
さ
せ
、
是
を
勝
手
用
と
ナ
。

近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

第

貌

七

え.

日本総桝叢書第一巻、 12';'頁③
日本経済護者第一巻、 116頁。
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近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

七
四

傍

観

O 

四
高
俵

土
占
秋
先
納
返
済
。

二
高
俵

勝
手
用
。

高
f長

不
時
の
備
の
貯
蓄
と
す

家
中
俸
職
。

寓
1:1< 

年
目
四
高
俵

四
年
目
凹
高
俵

回
高
俵

家
中
へ
救
米
に
給

-to
二
高
依

官お
菩=

家
中
俸
給
。
ニ
高
俵

勝
手
用
。

一
関
俵

家
中
体
様
。
ニ
高
俵
勝
手
用

是
諸
一
一
一
年
勘
定
符
〈
れ
と
絹
置
た
る
他
所
の
借
金
十
分
一
廿
分
一
一
返
済
し
、
残
金
は
年
賦
に
一
市
殺
す

五
年
目
間
関
伏

米
巾
体
様
。

家
中
晴
扶
持
。

i草l
1h 

山
U
V山川
t
i

門
川
M
1↑
士
川

A
o

f
R
t
r
F
1
H
 

一
周
五
千
侠

勝
手
川
。

一
一
品
五
千
依

…
間
依

諸
択
。

六
年
目
同
上
、

七
年
周
向

1

、

力
年
目
同
J
、
?
作
1

目
附
「
。

八
年
目
阿
J

、

十
年
目
に
豆
で
悌
蓄
十
高
依
の
他
所
年
賦
十
一
一
二
院
依
。

(
註
二
)
幕
山
は
更
に
『
武
士
の
妻
子
大
身
は
無
用
の
遊
び
に
日
を
〈
ら
し
、

小
身
は
益
な
き
事
に
持
し
て
暇
な
し
、
道
庁
は
れ
式
定
る
時
は
、
小
身
は

沼

い
と
ま
島
H
て
捗
せ
ず
。
大
身
は
道
誌
を
柴
み
て
女
事
を
岡
山
ふ
。
こ
の
時
に
あ
た

p
て
、
人
々
の
照
政
の
百
一
並
に
型
地
に
秦
を
う
ゑ
て
窓
ナ
ベ
し
』
一
式

々
と
説
い
て
ゐ
る
が
之
は
後
代
の
家
中
工
業
に
よ
っ
て
武
士
の
窮
乏
を
救
は
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
〈
、
寧
ろ
農
業
の
儀
暇
で
は
な
〈
、
武
士
が
暇
に

る
か
せ
て
入
念
に
質
業
に
従
事
せ
ば
品
質
よ
き
生
紙
及
織
物
を
作
り
出
し
、
従
て
之
に
よ
っ
で
引
時
の
輪
入
白
糸
及
刊
刷
物
を
防
過

L
E
貨
の
海
外
流
出

を
少
く
し
得
る
こ
と
を
説
い
た
も
の
で
、
他
商
よ

P
見
れ
ば
武
士
の
遜
惰
を
制
す
る
こ
左
即
ち
選
民
論
の
一
端
を
な
す
も
の
と
い
ひ
得
る
が
、
水
中
工

業
を
論
ピ
た
も
の
で
は
な
い
。

(
ロ
)
財
用
の
榛

諸
佼
武
士
の
第
之
は
反
面
よ
り
見
れ
ば
町
人
が
財
用
の
様
を
掌
握
し
た
こ
と
で
あ
る
。
貨
幣
粧
品
川
の
下
に
於

て
町
人
が
宮
を
集
め
て
、

士
農
の
困
窮
を
生
や
る
こ
と
は
蕃
山
も
既
に
之
を
説
い
て
ゐ
る
。
即
ち
日
く

『
一
に
は
大
都
小
都
共
に
河
海
の
通
路
よ
き
地
に
都
す
る
と
き
は
、
臨
剛
容
日
々
に
長
じ
て
ふ
せ
告
が
た
し
。
尚
人
富
て
士
貧
し
く
な
る
も
の
な

P
。
ニ

に
は
粟
を
以
て
諸
物
に
か
い
戸
る
こ
と
次
第
に
う
ナ
〈
な
り
、
金
銀
銭
を
用
ふ
る
こ
と
専
な
る
時
は
、
諸
色
次
第
に
高
山
に
成
り
て
天
下
の
金
銀
肉
人
の

手
に
わ
た
日
大
身
小
身
共
に
用
不
足
す
る
も
の
な
り
。
三
に
は
常
叫
黙
の
式
な
き
時
は
、
事
し
げ
〈
物
多
〈
な
る
も
の
な
り
。
士
は
縁
米
を
金
銀
銭
に
か

同 l二、 '55頁。犬串忌l(問、25) 



へ
て
荷
物
を
か
ふ
。
米
粟
下
山
に
し
て
諸
物
内
向
な
る
時
は
用
足
ら
ず
。
其
上
に
事
滋
〈
物
多
き
に
主
ず
/
¥
貧
乏
凶
窮
ナ
。
士
附
す
れ
ば
民
に
と
る

こ
と
倍
ナ
。
放
に
畑
山
川
十
に
は
不
足
し
凶
作
γ
に
は
飢
浪
に
及
べ
目
。
士
民
凶
窮
す
る
時
は
工
尚
の
者
栗
に
か
ふ
ベ
キ
一
所
花
火
・
山
。
た
ビ
大
向
の
み
空
す
ま

す
信
有
に
な
れ

p
。
是
財
用
の
構
庶
人
山
手
に
あ
れ
ば
な
り
』

と
。
邸
ち
武
士
窮
乏
の
原
川
と
し
て
、
都
市
の
竣
述
、
貨
幣
桜
花
川
の
た
展
、
制
度
な
き
こ
と
の
主
を
事
げ
、
泌
す
る
に
川
川
川
の
棋
が

商
人
の
子
中
応
住
る
た
め
な
り
L
」
し
て
ゐ
る
。

蕃
山
は
を
た
例
宇
一
帯
げ
て
与
資
に
反
対
し
て
ゐ
る
。

H
J
R
E
T
F
こ
入
、
、
ご
い
'A
ヘ
;
一

1-J1
〉
五
一

-E内
の
ご
骨
〉
凱
一

I
E
E本
目
府

内
じ
ず
品
川

t
Jロ

f
「

l
↓

n

F
，P
4
M
l
J羽
U
苅
ヰ
五
百
一

v
v
u
j
l
I
有
荷

'
J

ず
る
所
以
は
、
調
占
的
販
資
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
連
上
の
何
十

Mm
か
の
利
谷
を
目
的
と
す
る
た
め
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
は
一
般
的
究
仔

吐い斗
H
tし
む
る
も
の
託
り
と
し
、

リ
λ

外
来
日
川
の
市
寸
前
四
品
川
町
r

釧
衣
服
の
市
川
H

川
や
山
小
限
ふ
商
人
も
版
片
山
日
制
市
椛
を

h
l
て
政
情

ω
利
九
州

や
一
収
め
、
閣
民
は
一
陥
債
な
る
物
そ
民
ば
ざ
る
を
件
ざ
る
に
王
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
一
以
到
し
て
ゐ
る
。

『
藤
学
一
和
泉
股
へ
間
入
の
町
人
、
伊
賀
↓
闘
の
濯
を
御
う
ら
せ
可
被
下
候
、
定
供
は
i
A

五
庁
枚
の
運
上
を
指
上
可
申
L
」
哲
一
巾
供
。
利
泉
股
間
売
を
ひ
、

其
町
人
は
わ
れ
b

の
物
を
こ
そ
も
ら
い
で
ナ
ヤ
ぺ
き
に
、
我
に
過
分
り
銀
を
毎
年
〈
れ
ん
こ
と
は
何
の
よ
し
み
ぞ
。
伊
料
品
-
凶
へ
他
の
鞭
う

H
を
よ
せ

ず
し
て
、
一
人
に
て
あ
き
な
は
ビ
離
の
高
山
な
る
事
常
よ
D
コ
一
ば
い
す
と
も
、
宵
娩
ど
も
他
よ
り
収
事
な
る
主
ピ
、
我
に
正
行
枚
〈
れ
ん
と
い
は
ピ
五

千
枚
も
一
万
枚
も
其
町
人
が
と
ら
ん
と
の
事
な
る
べ
し
。
災
一
闘
の
も
の
を
迷
惑
さ
せ
て
、
共
町
人
に
大
分
の
得
を
と
ら
す
べ
き
引
は
何
事
ぞ
。
川
市
立

設
に
五
百
枚
く
払
て
十
ぱ
い
か
二
十
ぱ
い
の
利
を
附
て
と
り
か
へ
き
ん
と
い
ふ
事
た
り
。
我
凶
の
百
却
の
物
を
、
あ
き
人
と
あ
い
た
い
し
て
、
あ
ひ
格

に
ぬ
ナ
め
と
か
、
其
百
姓
の
痛
み
は
誰
が
損
と
す
る
ぞ
。
其
様
な
る
い
た
づ
ら
者
は
二
度
ょ
す
る
な
と
て
、
大
に
い
か
り
だ
古
へ
る
と
な

P
。
又
一
人

の
町
人
望
候
宇
ら
ん
、
他
の
国
主
の
事
に
て
候
き
や
央
念
申
候
。
一
闘
の
茶
を
一
人
に
か
は
せ
衿
は
、
b
ぱ
運
上
を

b
rべ
き
と
巾
候
へ
ば
、
茶
に
司
よ
ら

ず
、
紙
薪
に
よ
ら
ず
、
同
作
少
き
者
が
、
さ
宇
ろ
の
物
を
作
出
し
て
午
支
に
も
た
て
、
米
に
も
か
へ
て
食
と
す
る
も
の
な
る
に
、
た
ビ
一
人
の
あ
き
人

よ
H
外
に
か
い
て
な
く
ば
、
い
か
ほ

E
下
胞
に
い
一
J

左
も
、
ず
で
う
り
に
も
、
う
ら
ず
ば
な
る
空
ピ
。
た
と
へ
ば
茶
を
も
う
て
、
米
干
石
の
年
震
に
立

る
を
、
其
町
人
が
二
千
石
に
も
し
て
我
に
く
れ
ば
、
一
日
一
利
の
有
や
う
に
で
も
、
民
の
な
ん
ざ
か
ぎ
り
有
主
ピ
。
下
々
の
つ
酌
れ
め
い
わ
く
は
不
及
巾

我
等
の
物
を
か
た

D
て
と
る
也
百
』

• 

近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
香

七
宝i

第

競
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近
世
初
期
目
粧
梼
思
想

第
四
十
九
巻

七
プ之

第

掠

• 

か
く
て
財
用
の
模
商
人
の
手
に
移
る
と
き
は
迭
に
は
士
民
共
に
困
窮
し
、
利
を
得
る
者
は
大
商
の
み
た
り
と
し
、
商
人
の
聞
に
於

て
貧
首
の
懸
隔
あ
る
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

『
商
人
、
幽
天
下
山
耐
用
の
本
末
を
心
に
取
得
て
、
闘
天
下
の
利
を
あ
与
し
、
山
部
の
浅
深
、
河
海
の
逆
行
を
た
な
ご
こ
ろ
の
内
に
す
。

々
に
天
下
の
事
に
委
し
〈
、
士
は
日
々
に
高
事
に
う
主
〈
な
目
白
。
た
ピ
庶
人
の
私
議
す
る
の
み
に
あ
ら
ず
。
財
用
の
糖
、
耐
の
手
に
あ
日
て
心
の
宮

L

に
成
も
の
な
目
。
敢
に
商
日
々
に
官
て
士
日
々
に
貧
し
、
士
の
貧
乏
き
は
宣
る
時
は
、
民
に
取
る
事
法
な
し
。
士
民
と
も
に
闘
窮
す
る
、
と
き
は
天
下

の
ヱ
肉
利
を
失
し
衣
食
を
得
ベ
き
使
な
し
。
よ
き
者
は
僅
か
に
山
伯
尚
の
数
十
人
の
み
也
。
こ
れ
を
四
海
凶
窮
す
と
一
再
』

故
に
肉
は
日

か
〈
の
如
〈
川
削
川
の
楳
尚
人
の
ヂ
巾
に
存
す
る
結
川
布
、
武
士
が
町
人
に
従
ふ
如
〈
友
っ
た
。
蕃
山
は
川
く

「
向
の
心
は
干
す
昔
時
に
賀
、
一
向
時
に
段
、
冶
所
の
物
を
な
雪
山
町
出
へ
掴
す
る
ば
か
り
也
。
工
は
た
い
弘
主
一
身
の
職
分
に
心
を
九
て
才
力
世
諜
す
の
み
な
り
。

い
ま
は
手
足
の
匁
に
心
の
う
恥
は
る
誌
に
成
申
候
』

大
砲
し
の
事
は
武
士
の
み
知
て
彼
等
は
手
足
の
心
に
し
た
が
ふ
が
ご
と
く
な
る
道
理
に
て
供
。

と
c

か
〈
て
蕃
山
は
財
用
の
擢
の
商
人
の
手
に
杭
る
を
非
と
し
、
富
を
有
ち
富
を
制
す
る
の
檎
は
一
切
を
皐
げ
て
京
主
の
手
中
に
師

せ
し
む
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
ゐ
る
c

こ
の
こ
と
は
、
既
に
平
〈
町
人
抑
座
論
の
現
は
れ
た
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
る
ら
う
c

『
翠
人
の
大
賓
を
伎
と
い
ひ
て
富
貴
の
柵
献
を
主
目
て
天
下
を
平
治
し
天
地
の
是
化
を
助
〈
る
も
の
な
れ
ば
閥
天
下
の
政
は
財
加
の
心
得
大
事
な
り
。
貨
幣

は
君
子
の
い
宇
し
む
も
の
な
れ
共
、
財
用
の
構
を
は
下
に
わ
た
さ
ぬ
も
の
な

p
o
庶
人
は
い
宇
し
き
も
の
な
れ
ど
も
、
是
を
制
す
る
樫
は
上
に
あ
目
。
君"
 

子
有
徳
を
零
て
貨
財
を
い
干
し
と
ナ
れ
共
、
天
下
の
貨
を
制
す
る
擢
は
上
に
あ

p
。
四
海
の
困
窮
は
財
用
の
樫
の
前
に
〈
だ
る
よ

E
主
こ
る
事
あ
り
』

而
し
て
後
に
述
ぶ
る
米
遣
の
法
は
町
人
の
様
を
挫
く
一
方
法
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
G

向
素
行
も
商
人
が
利
を
食
り
物
慣
を
左

右
す
る
に
至
る
た
め
、
之
に
劃
す
る
制
度
を
必
裂
と
し
、
債
格
の
公
定
と
常
平
倉
の
法
に
よ
る
数
量
の
調
節
と
を
遁
べ
、
常
商
の
利

を
制
し
、
物
債
を
卒
準
友
ら
し
む
べ
き
と
と
を
説
い
て
ゐ
る
。

‘
(
ハ
)
農
村
の
疲
弊

農
民
を
治
む
る
の
法
は
前
述
の
如
ぐ
で
あ
る
が
、
首
時
農
民
は
租
税
の
詠
求
に
悩
み
未
進
と
も
な
れ
ば
途

f"1止、 Z24J可。
山鹿荷灯l第一、 266頁以下。

30) 
31) 

509:ri。
257頁。

前掲書、
前萌帯、

集義平日替、
集義外書、
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に
は
農
村
を
去
っ
て
他
に
流
浪
す
る
も
の
が
出
来
、
他
方
に
は
農
付
に
於
て
も
貧
官
の
懸
隔
を
生
じ
た
。
蕃
山
は
と
の
と
と
を
設
い

て
臼
〈

『
武
士
は
常
の
一
時
あ
れ
ば
、
た
と
ひ
凶
年
な
り
と
て
も
難
義
な
る
と
い
ふ
ば
か
り
に
て
機
壊
に
は
至
ら
ず
。
百
姓
は
年
中
辛
苦
し
て
作
出
し
た
る
も
の

を
、
の
こ
ら
ず
年
貢
に
と
、
b

れ
、
其
上
に
き
へ
た
L

ず
し
て
末
謹
と
な
れ
ば
催
促
を
つ
け
ら
れ
、
安
子
を
う
ら
せ
、
同
畠
山
林
牛
馬
主
で
を
も
う
ら
せ

て
と
ら
る
れ
ば
、
共
の
百
姓
一
本
を
宇
ぶ
D
て
流
浪
し
、
行
方
な
き
も
の
は
乞
食
と
な
H
、
た
主
/
¥
村
旦
に
は
さ
ま
H
居
と
い
へ
ど
も
、
凶
年
に
は
餓

死
を
宮
ぬ
か
れ
ず
。
接
し
き
も
の
は
有
無
の
差
別
を
も
し
ら
ず
、
水
ぜ
め
貸
巻
木
馬
な
ど
の
せ
め
を
な
す
。
こ
れ
に
よ
り
て
病
つ
き
で
死
し
、
或
は
病

者
に
な
り
て
用
に
た
L

ぎ
る
も
あ
れ

rも
、
い
む
一
帯
な
れ
ば
、
う
っ
た
へ
も
な
ら
ず
、
凶
年
に
て
百
件
の
迷
惑
す
る
時
に
は
、
よ
き
同
地
山
林
属
政
等

を
下
前
に
買
得
な
刊
と
し
て
、
一
白
人
は
い
よ
/
¥
身
代
よ
ろ
し
く
な
る
も
の
あ
り
。
村
民
か
じ
け
て
、
と
る
べ
き
や
一
つ
な
〈
し
て
克
を
さ
戸
、
れ
ば
、
常
人

も
諸
百
牲
に
つ
れ
て
ム
も
K
免
さ
が
り
で
、
虫
ず
/
¥
町
有
な
り
。
此
山
口
問
有
内
氏
、
班
十
日
単
何
J

札
の
山
n

に
…
一
一
家
有
を
以
て
、
目
的
ψ
品
中
か
に
で
瀞

2
い
へ
る
成
ぺ
し
』

(
-
-
)
米
造
ひ
の
法

蕃
山
は
更
に
米
這
ひ
の
法
hz説
い
て
ゐ
る
。
幕
肘
及
」
へ
名
が
財
政
上
非
常
に
困
窮
す
る
に
五
り
し
営
面
の

主
た
る
原
悶
は
営
時
豊
年
打
続
き
米
師
同
大
に
下
落
し
た
る
に
在
る
。
従
来
石
に
七
八
十
匁
な
り
し
も
の
が
、

そ
の
半
値
に
下
り
て
僅

か
に
三
四
十
匁
と
な
り
し
た
め
、
米
を
費
捌
っ
て
経
済
を
立
て
来
り
し
幕
府
武
士
農
民
も
一
統
に
困
窮
す
る
に
来
っ
た
。
之
を
救
桝

す
る
た
め
に
は
米
志
の
法
に
よ
っ
て
米
債
の
下
落
を
防
止
す
る
の
外
は
な
い
。
然
し
そ
れ
は
米
の
産
山
山
高
を
制
限
し
て
米
債
を
高
直

-
話
-

に
維
持
ぜ
ん
と
す
る
の
で
は
な
く
、
却
で
米
の
一
無
用
の
浪
費
を
避
け
、
寸
た
り
米
の
友
き
や
う
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
じ
成
る
だ
け

多
〈
米
を
提
出
せ
し
め
左
が
ら
、
他
の
一
方
に
は
償
梅
を
下
落
せ
し
め
ざ
る
方
法
を
識
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
、

と
れ
郎
ち
米
遣
の
法

で
あ
る
。
そ
の
法
は
米
を
以
て
金
銀
銭
同
様
に
流
通
貨
幣
の
用
を
な
さ
し
め
、
相
場
は
首
時
の
中
値
を
と
っ
て
一
石
五
十
匁
替
と

し
そ
の
割
合
に
よ
り
一
般
の
責
貝
取
引
上
に
米
を
以
て
支
梯
ふ
と
と
を
許
す
の
案
で
あ
る
。

近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

七
七

第

競

前掲書、 193頁。
前掲替、日9-130頁。

集義外香、
犬皐或問、

32) 
33) 



近
世
初
期
の
知
腕
桝
思
想

第
四
十
九
巻

告主

貌

囚

七/、

『
今
は
金
銀
銭
円
一
語
用
な
る
故
、
米
を
官
民
、
b
で
は
公
役
も
何
も
制
ら
ず
、
此
散
に
大
阪
江
戸
の
津
に
て
は
賢
米
の
み
ち

y
¥
て
買
ふ
者
少
な
け
れ
ば
、

下
誌
に
成
て
詩
人
凶
窮
す
。
根
本
悶
々
の
米
は
思
ひ
の
外
に
す
く
な
し
、
米
の
一
臥
政
を
銭
の
ご
と
〈
定
て
、
京
大
阪
江
戸
諸
凶
共
に
諸
色
を
米
に
て
賢

良
し
、
呉
服
所
を
は
じ
め
て
米
に
て
被
さ
ば
其
下
の
職
人
に
も
米
に
て
渡
し
、
読
物
米
に
て
か
ふ
ベ

L
。
東
側
来
の
京
の
貨
物
間
同
家
主
米
銭
替
に
も

な
る
べ
し
。
』

即
ち
金
銀
銅
貨
幣
を
中
止
す
る
の
で
は
友
い
が
、
米
遺
即
ち
籾
遣
の
法
そ
も
採
川
し
、
米
に
で
も
叙
に
で
も
、
す
ぺ
て
の
費
只
借

金
の
利
子
北
ハ
他
に
文
例
は
し
め
ん
と
す
る
も
の
で
『
米
金
銀
山
政
き
ら
び
友
〈
取
造
り
す
る
』
こ
と
空
認
め
た
も
の
で
あ
る
c

「
本
佐
録
」

人
に
つ
ぎ
て
の
賀
山
」
と
い
ひ
、
ま
た
一
山
肌
剖
叩
凱
}

7xh信
銀
以
水
中
ヘ
に
入
イ
L

も
お
ぼ
れ
や

に
『
凡
そ
大
下
の
頃
川
を
利
す
る
こ
と
金
銀
銅
銭
に
過
る
こ
と
あ
ら
や
J

』
と
い
へ
る
如
く
、

:句、
h
H
d

〉
川
け
一
J
I
L
t
、P千
九

J
一
〉

ν
I
L
A
J
A

ム
、

仁川

J
引
d
V
H
ハ
ド

j
u
j
u
v
，F
J
tヴ
J
l

の
で
あ
り
、

蕃
山
も
五
穀
を
第

山
内
時
は
MJ
ろ
一
般
に
貨
幣
を
傘
前
一
し
た
も

J
 
8
 
3
 

一
と
し
金
銀
は
五
穀
を
助
く
る
も
の
友
り
と
し
て
ゐ
る
か
ら
、

4A
の
一
米
遣
の
議
前
も
、

貨
幣
経
椀
在

陵
し
て
自
然
粧
怖
に
彼
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
左
く
、
貨
幣
絞
怖
と
共
に
米
遣
の
訟
を
認
め
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
も
『
五
穀

五
穀
づ
か
び
に
す
れ
ば
、
商
の
利
を
あ
み
す
る
こ
と
成
が
た
し
。
放
に
物
下
位
に
成
て
本
件
比
ぜ
や
、

土
民
と
も
に
ゆ
た
か
に
し
て
工
商
常
の
在
あ
り
〕
と
い
へ
る
如
き
は
、
之
を
以
て
町
人
の
掌
握
せ
る
財
山
の
躍
を
掛
か
ん
と
す
る
一

は
多
も
た
れ
ぬ
も
の
な
れ
ば
、

手
段
と
左
せ
る
も
の
で
あ
る
。
尤
そ
れ
が
附
ぐ
容
易
に
貸
現
し
符
べ
き
や
否
や
は
大
な
る
疑
問
で
あ
る
が
、
た
ピ
貨
幣
総
怖
と
白
然

経
怖
と
の
矛
盾
を
制
和
せ
ん
と
す
る
議
論
と
し
て
そ
の
意
義
を
認
む
べ
き
で
あ
ら
う
c

務
山
は
『
米
の
す
た
り
』
'
と
し
て
第
一
に
『
川
拠
の
普
請
の
仕
様
、
其
地
却
を
不
利
押
し
て
す
た
も
米
、
六
十
品
開
州
に
て
ホ
年
に
は
大
凡
高
百
高
石
は

あ
る
べ
し
。

X
池
所
あ
れ
ど
も
せ
ず
、
ず
れ
ど
も
無
訪
に
て
用
ナ
〈
な
き
す
た
り
、
町
1
勾
に
多
し
。
第
二
に
は
江
戸
町
大
砲
如
、
九
州
・
回
附
・
西
岡
・
北

モ
ミ

凶
よ

p
大
医
へ
の
米
川
町
、
破
損
の
す
た

p
数
し
ら
ず
、
第
一
一
一
に
は
昔
の
粟
納
挺
し
て
米
納
と
な

p
、
萩
々
に
て
血
酬
に
成
て
す
た
る
米
数
し
ら
ず
、
第
四

に
は
沼
尾
昔
に
百
倍
し
て
水
に
成
て
す
た
る
米
数
し
、
b
f
o
第
五
に
は
た
ば
こ
地
の
す
た

p
、
第
六
に
は
川
に
料
を
作
る
す
た
目
、
第
七
に
は
民
力
よ

(
註
)

山鹿言Et知第一、 269J向。
集品外帯、前掲帯、 2.)9--220頁。
l吋上、 220頁。

37) 
38) 
39) 
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向上、 '30頁。
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。

わ
〈
川
に
向
来
べ
き
米
の
す
〈
な
き
す
た
り
、
第
八
に
は
南
締
一
葉
子
昔
に
百
倍
す
る
す
た
り
。
如
此
の
す
た
り
此
外
に
多
か
る
べ
い
』

蕃
山
は
克
に
山
氏
兵
制
度
の
土
日
に
腕
る
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
。
官
時
は
兵
農
杢
〈
分
離
し
、
武
士
は
城
下
に
安
居
し
て
騎
有

を
事
と
し
、
賦
欽
は
頗
る
重
か
っ
た
が
、
自
ら
萎
ふ
に
足
ら
ぎ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
蕃
山
乃
ち
農
兵
制
度
の
昔
に
郎
る
べ
き
こ
と
を

主
張
し
、
武
士
を
倣
し
て
民
間
に
士
清
せ
し
め
、

士
と
民
と
を
分
た
十
し
て
十
一

の
買
を
上
る
ぺ
占

T
E
と
を
設
い
て
ゐ
る
。
前
述
の

参
観
交
代
制
度
を
寛
に
す
る
所
以
も
亦
農
兵
設
に
川
る
も
の
で
あ
る
。

『
諸
大
名
一
夜
江
戸
三
年
に
一
度
五
十
日
の
古
法
に
か
へ
し
給
ふ
と
て
、
た
ピ
に
》
へ
し
給
は

v
悶
々
に
て
私
の
者
生
し
、
東
に
減
し
西
に
生
す
る
ご
と

〈
な
ら
ば
何
の
袋
も
あ
る
主
ピ
。
視
の
子
の
所
帯
モ
下
知
す
る
ご
と
く
、
公
儀
よ
り
下
知
せ
ら
れ
ば
、
前
に
一
首
所
の
仁
政
行
は
れ
、
事
訓
て
後
又
絵
日

て
託
所
な
き
米
殺
与
以
て
品
四
日
比
刊
に
思
し
仏
仰
は
ん
心
品
川
知
か
る
べ
し
。
先
は
士
も
ぬ
も
悦
日
伊
丹
に
な
く
て
は
か
へ
し
が

I
L
U
光
氏
刊
の
情
物
流
↓
し
に
古

u
p
、
債
の
同
地
以
返
し
賢
た
る
問
地
も
ー
よ
り
一
冗
銀
ド
て
賀
民
し
給
は
る
く
し
。
(
中
時
)
其

f
ド
士
を
民
間
ド
入
竺
主
仁
成
て
民
に
克
一
寸
ゆ
る
し

給
ふ
べ
し
。
(
中
略
)
士
の
杭
々
に
京
付
宇
う
に
す
べ
し
。
又
士
の
心
得
に
も
此
後
子
々
孫
々
生
死

5
共
に
す
る
譜
代
の
民
な
れ
ば
、
民
の
知
あ
し
か
、
b

ぬ
宇
う
に
た
し
な
む
べ
し
。
軍
役
は
民
を
つ
れ
て
出
る
事
な
れ
ば
常
に
人
を
多
〈
は
か
か
へ
置
か
ず
、
二
づ
成
に
で
も
三
り
成
に
で
も
足
る
べ
し
。
(
中

l+ 

略
)
子
々
孫
々
に
至

D
て
は
士
共
に
作
人
と
な

D
て
十
一
の
貨
に
蹄
ナ
ベ
し
。
』

農
兵
設
と
い
ひ
、
米
議
の
経
済
と
い
ひ
、
何
れ
も
復
古
的
在
る
思
想
を
一
不
す
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
問
来
る
。
一
u

仁
政
は
念
に
せ
守
、

自
然
に
昔
に
か
へ
す
ぺ
し
』
と
い
へ
る
如
き
、
蕃
山
の
思
想
の
操
る
所
を
知
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

E 

結

日

徳
川
初
期
に
於
け
る
著
名
な
る
事
者
の
思
怨
に
つ
い
て
は
、
山
山
多
く
の
論
ボ
べ
き
こ
と
が
残
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
本
稿
の
目
的
は
共

庭
に
存
す
る
の
で
は
左
く
、
山
平
ら
営
時
の
経
済
思
想
の
一
般
的
の
傾
向
を
見
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
大
模
以
上
に
よ
っ
て

近
世
初
期
の
経
済
思
想

俸
四
十
九
巻

七
ブL

第

披

五

犬皐或問、前掲書、 129頁。
同上、 I5I- 152]'(。
同 t、I48頁。
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}
近
世
初
期
の
経
済
思
想

第
四
十
九
巻

二
八

O

宮事

擁

ム
ノ、

略
ぽ
明
か
で
あ
る
と
考
へ
る
。

徳
川
初
期
の
経
済
思
想
は
階
級
論
に
於
て
見
た
る
如
品
二
般
抽
象
的
怒
る
議
論
も
存
す
る
が
、
寧
ろ
賓
際
的
友
論
議
が
多
い
。
中

江
総
樹
が
『
時
と
所
と
位
と
三
才
相
舷
の
至
善
を
よ
〈
分
別
し
て
、
寓
古
不
易
の
中
庸
を
K
M
と
た
ふ
を
限
と
す
』
と
い
ひ
、
そ
の
弟
子

で
る
る
蕃
山
も
亦
屡
k

時
・
庭
・
位
と
い
ふ
言
葉
を
事
げ
て
問
題
を
論
じ
て
ゐ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
之
を
徴
す
る
と
と
が
出
来
る
。
ま

た
蕃
山
が
『
仁
政
を
天
下
に
行
は
ん
事
は
富
有
友
ら
ざ
れ
ば
不
仲
』
と
い
ひ
『
人
生
れ
て
飲
食
に
あ
ら
ざ
れ
ば
長
や
る
と
と
あ
た
は
和
』

J

い
へ
る
加
す
、
州
北
他
の
製
品
刊
も
亦
問
椛
に
粧
品
川
的
初
動
を
費
税
し
で
ゐ
る
と
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
c

首
時
の
思
想
に
支
那
忠
忽
の
影
響
の
著
し
き
と
と
、
井
に
営
時
の
思
想
が
封
建
枇
舎
を
是
認
し
て
の
議
論
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
迄

も
友
い
。
或
は
八
万
を
守
る
と
か
足
る
こ
と
を
知
る
と
か
の
論
は
封
建
枇
舎
の
維
持
に
は
必
梨
左
概
念
で
あ
ら
う
。
然
し
枇
舎
の
貸
欣

が
貨
幣
の
溌
逮
と
た
り
、
町
人
の
接
頭
と
た
る
や
、
之
に
闘
す
る
議
論
も
多
〈
現
は
れ
て
来
た
。
然
し
そ
の
論
は
後
の
時
代
に
比
す

れ
ば
向
高
一
し
〈
穏
和
で
あ
り
、
蕃
山
の
如
き
は
寧
ろ
復
古
的
な
思
想
に
堕
し
て
ゐ
る
。

こ
れ
は
反
封
建
枇
合
的
現
象
が
後
代
ほ
ど
高
一

し
〈
友
か
っ
た
た
め
で
は
あ
る
が
、

ま
た
一
商
に
は
支
那
思
思
の
紹
介
か
ら
股
せ
や
、

或
は・
枇
舎
の

護
i亡
徹
底
自宅]

友
;fH: 
zドIJ
を
続
く

翁問答、lIli掲書、 S4頁。
大事或問、前掲書、 127買。
集義和書、前掲帯、 497頁。

等
、
思
想
界
の
帯
以
遠
の
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
に
も
よ
る
で
あ
ら
う
。
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